
デジタルトランスフォーメーションの推進

①ベネッセＤＸ人材育成プログラムの実証研究

②「Society5.0実現に向けた包括連携協定」締結

～デジタルファースト宣言企画第５弾～



①ベネッセＤＸ人材育成プログラムの実証研究について
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オンライン学習ツール「Ｕｄｅｍｙ （ユーデミー）」

研究概要（㈱ベネッセコーポレーション）
・オンライン学習ツールを導入・活用することで、ＤＸ人材育成やＤＸの
実用化への効果を検証 （ＩＴへの意識変化、業務への活用状況など）

・業務にデジタルを取り入れる力（業務や手続きの効率化）
・データを活用する力（EBPM根拠に基づく政策立案）

ＤＸ推進

ﾃﾞｰﾀ活用

ｿﾌﾄｽｷﾙ



①ベネッセＤＸ人材育成プログラムの実証研究について

今回、オンライン学習ツールが、期間中、無償で提供される

●受講期間 ： ６月１０日（木）～８月３１日（火）

●受講対象 ：入庁２～４年目までの職員及び希望職員から選定予定
※上限50人

●受講内容 ： （必須）ＤＸ・ＩＴの基礎講座（２～３時間）
（任意）「ＤＸ」「データ」「ビジネス」など約5500講座
※職場や自宅等で、各自が期間内に受講
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②「Society5.0実現に向けた包括連携協定」の締結について

●協定締結者
桑名市 （桑名市長 伊藤徳宇）

アデコ株式会社 （代表取締役社長 川崎健一郎、本社：東京都千代田区）

株式会社ＶＳＮ （代表取締役社長 川崎健一郎、本社：東京都港区）

ボノ株式会社 （代表取締役 横山貴敏、本社：東京都文京区）

●協定の目的
アデコグループが有する人的資源やソリューション、地方自治体に
おける事業推進の豊富な経験を生かし、桑名市におけるDX推進の
担い手となる人財の育成や、オープンイノベーション等を推進する。

●協定締結式
・日時 ：令和３年５月２４日（月）午前１１時30分から
・場所 ：桑名市役所３階第２会議室
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●協定にもとづく取り組みイメージ
“エンジニア”と“市職員”との協働により、地域が抱える課題に対し、
地域の実情にあったデジタル化の事業提案につなげていく。
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Step.1 関係構築・フィールドワーク

・オンライン会議を活用し“エンジニア”と“市職員”の情報交換
・必要に応じて現地確認や住民との対話を実施

課題発掘

Step.2 課題分析・活動報告

・課題解決に向けた“事業提案”＆プレゼン ⇒ 予算化検討

事業提案

アデコグループ
エンジニア ５名程度

*ＩＴ、メカトロニクス、エレクトロニクス等

桑名市
若手職員 ６名程度

*入庁５年~１０年目職員

×

②「Society5.0実現に向けた包括連携協定」の締結について



くわなIoT推進ラボ協議会

（グリーンIoTラボ・桑名）を設立します！
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くわなIoT推進ラボ協議会（グリーンIoTラボ・桑名）を設立します！

〇グリーンIoTラボ・桑名の設立について
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くわなIoT推進ラボ協議会（グリーンIoTラボ・桑名）を設立します！

〇「くわなIoT推進ラボ」が地方版IoT推進ラボに選定されました！

・ IoT推進ラボは、IoTやビッグデータ、AI等を活用し、地域課題の解決、

地域経済の発展を推進していくため、経済産業省と独立行政法人情報

処理推進機構（IPA）が選定し、支援するものです。

・ 「くわなIoT推進ラボ」は、令和３年４月１６日に「地方版IoT推進ラボ」

第六弾として選定されました

・ 「グリーンIoTラボ・桑名」は、「くわなIoT推進ラボ」の愛称です。

IoT
グリーンIoTラボ・桑名
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IoT
グリーンIoTラボ・桑名

くわなIoT推進ラボ協議会（グリーンIoTラボ・桑名）を設立します！

〇設立総会

日時 ： 令和３年５月１７日（月） 午後１時～

場所 ： 桑名市役所 ３階第２会議室

〇参加団体

ＮＴＮ株式会社（自然エネルギー商品事業部）・桑名商工会議所・

桑名三重信用金庫・中部電力パワーグリッド株式会社桑名営業所・

株式会社百五銀行・丸紅株式会社・丸紅新電力株式会社・三重大学・

桑名市

〇名称

くわなIoT推進ラボ協議会

（愛称：グリーンIoTラボ・桑名）
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くわなIoT推進ラボ協議会（グリーンIoTラボ・桑名）を設立します！


